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平
成
十
七
年
度 

第
十
一
回 

定
例
班
長
会
議 

２
月
４
日 

19:00

〜21:00 

 

★
主
な
議
題
と
討
議
内
容
★ 

一
、
宅
地
造
成
進
捗
状
況 

 
 

南
中
野
の
入
居
者
、
既
存
班
加
入
の
件 

 

新
団
地
の
南
中
野
（
仮
称
）
33
棟
の
う
ち
、
２
棟
は
団

地
内
の
ル
ー
プ
道
路
に
接
し
て
い
な
い
た
め
、
既
存
の

九
組
班
に
編
入
さ
れ
る
事
が
確
認
さ
れ
た
。 

二
、
上
志
津
原
町
会
規
約
改
正
の
件 

町
会
規
約
改
訂
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
４
月
２
日
の

総
会
に
提
案
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。 

三
、
総
会
資
料
作
成
に
関
す
る
件 

 

総
会
資
料
（
事
業
報
告
・
会
計
報
告
な
ど
）
の
作
成
割

り
振
り
が
確
認
さ
れ
た
。 

四
、
各
班
、
町
会
加
入
・
未
加
入
世
帯
数
の
確
認 

各
班
の
町
会
加
入
・
未
加
入
世
帯
数
と
、
事
業
所
数
が

確
認
さ
れ
た
。 

五
、
新
役
員
顔
合
わ
せ
・
係
決
定 

平
成
十
八
年
度
の
班
長
が
集
ま
り
、
顔
合
わ
せ
と
係
の

決
定
が
行
わ
れ
た
。
尚
、
平
成
十
八
年
度
の
町
会
長
は

南
原
二
班
の
佐
藤
恒
文
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
･･･

以
上 

              

平
成
十
七
年
度 

第
十
二
回
定
例
班
長
会
議 

３
月
４
日 

19:00

〜21:00 

 
★
主
な
議
題
と
討
議
内
容
★ 

一
、
総
会
準
備
の
件 

 

①
委
任
状
回
覧
依
頼 

 
 

４
月
２
日
の
町
会
総
会
に
先
立
ち
、
出
席
か
委
任 

状
か
の
確
認
を
回
覧
で
調
査
す
る
事
に
し
た
。
又
、
議

題
の
中
の
町
会
規
約
の
改
定
案
も
添
付
す
る
事 

に
し
た
。 

 

②
会
計
監
査 

 
 

３
月
12
日
（
日
）
13
時
よ
り
、
会
計
・
町
会
長 

の
監
査
役
が
集
ま
り
、
平
成
十
七
年
度
町
会
計
の 

監
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

③
各
担
当
報
告
書
及
び
会
計
報
告
書
提
出 

 
 

総
会
資
料
と
な
る
各
担
当
の
報
告
書
や
会
計
報
告 

書
は
、
３
月
12
日
（
日
）
頃
ま
で
に
中
山
町
会
長 

へ
提
出
す
る
事
に
な
っ
た
。 

二
、
臨
時
班
長
会
議
開
催
の
件 

 

３
月
25
日
（
土
）
夜
７
時
よ
り
、
総
会
準
備
の
為
の 

臨
時
班
長
会
議
を
開
く
こ
と
に
し
た
。 

三
、
次
期
班
長
へ
の
引
継
ぎ 

 

平
成
17
年
度
の
班
長
か
ら
18
年
度
の
班
長
へ
、
担 

当
係
ご
と
に
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
た
。 

･･･

以
上 

 退
任
の
ご
挨
拶 

平
成
十
七
年
度
町
会
長 

 
 

中
山 

亜
茂 

 

不
安
の
中
ス
タ
ー
ト
し
た
17
年
度
町
会
活
動
も
、
町
会
員

皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
ほ
ぼ
計
画
通
り
実
行
で
き
ま

し
た
。 

心
残
り
は
、
毎
年
行
わ
れ
て
き
た
10
月
の
大
運
動
会
が
計

画
が
当
日
・
予
備
日
と
も
、
悪
天
候
の
為
中
止
に
な
っ
た
事

で
す
。
一
方
何
よ
り
良
か
っ
た
事
は
、
こ
の
一
年
大
き
な
事

故
・
事
件
・
災
害
等
も
無
く
、
町
会
員
皆
様
の
安
全
が
確
保

さ
れ
た
事
で
す
。
又
一
年
を
通
じ
町
会
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に

出
来
た
事
は
、
町
会
員
の
皆
様
・
各
委
員
会
・
及
び
各
団
体

様
の
ご
協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

例
年
に
な
い
件
と
い
た
し
ま
し
て 

は
、
昨
年
の
春
先
か
ら
規
制
緩
和
に 

よ
り
急
激
な
宅
地
造
成
が
進
み
、
一 

年
後
の
現
在
、
確
認
さ
れ
て
い
る
宅 

地
造
成
は
、
四
ヶ
所
95
戸
、
未
確
認 

２
ヶ
所
（
戸
数
不
明
）
計
６
ヶ
所
に 

な
り
、
今
後
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま 

す
。 

 

上
志
津
原
町
会
が
発
展
し
、
町
会 

員
が
増
え
、
町
が
活
性
化
す
る
こ
と 

に
つ
い
て
は
大
歓
迎
で
す
が
、
無
秩 

序
な
造
成
に
よ
り
近
隣
住
民
の
生
活 

権
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
だ
け
は
避
け 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
又
、
新
し 

く
移
り
住
ん
で
く
る
方
々
の
町
会
加 

入
を
容
易
に
す
る
為
に
は
、
環
境
作 

り
を
し
、
新
班
の
設
置
も
必
要
に
な 

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と 

に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
班
長
の
皆
様
、 

及
び
町
会
と
力
を
合
わ
せ
、
思
案
し
、 

実
行
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

町
会
員
皆
様
の
更
な
る
ご
協
力
を
賜 

り
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

一
年
間
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り 

ま
し
た
事
、
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ 

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
･･･

以
上 

                                        

◎ 主な内容 ◎ 
 

＊第 11 回定例班長会議・・・・・・Ｐ-１ 

＊第 12 回定例班長会議・・・・・・・・１ 

＊退任のご挨拶・中山町会長・・・・・・１ 

＊入学・卒業おめでとう・・・・・・・１ 

＊双葉会研修旅行・・・・・・・Ｐ-２ 

＊新年会報告・・・・・・・・・・・ ２ 

＊子ども会役員を終えて・・・・・・Ｐ-３ 

＊子ども会の思い出・・・・・・・・・３ 

＊自ら治めるという事・・・・・・Ｐ-４ 

＊平成 18 年度 町会会計予算計画・・・４ 

＊上志津原町会班長を振り返って・・・・４ 

＊宅地造成工事説明会(幸野)・・・４ 

＊編集後記・・・・・・・・・・・・・４ 

❀❀❀❀❀❀❀❀ 
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小
学
校
入
学 

幸 

野 
 

泉  
 

昂
成 

君 

 

栗 

林 
 

白
坂 

雄
輝 

君 

  

東 

邦 
 

本
名
優
理
香
さ
ん 

   

同 
 
 

宮
澤 

優
也 

君 

 

西
六
組 

 

川
城 

和
奎 

君 

 
 

同 
 
 

中
村 

俊
太 

君 

 
 

同 
 
 

小
林 

千
紘
さ
ん 

 
 

同 
 
 

中
村 

武
裕 

君 

玉
木
一
班  

茂
野
広
太
郎 

君 

 
 

同 
 
  

石
井 

敦
也 

君 

 
 

同 
 
  

石
堂
龍
之
介 

君 

玉
木
二
班 

 

益
子 

史
帆
さ
ん 

 

新
栄
台 

 

糸
井 

慶
太 

君 

 
 

同 
 
 

浪
川 

侑
女
さ
ん 

八
紘
苑
上 

 

市
村 

 

陸 

君 

 

中
学
校
入
学 

 

南
原
二
班 

江
崎 

優
介 

君 

 
 

五 

組 
 

大
久
保 

歩 

君 

  

栗 

林 
 

白
坂 

友
里
さ
ん 

 
 

西
二
組 

 

時
枝 

快
己 

君 

 
 

東 

邦  

秋
山  

結
香
さ
ん 

 
 
 

同 
 
 

程
塚 

香
織
さ
ん 

 

玉
木
一
班 

藤
崎 

正
敏 

君 

 
 

新
栄
台 

 

柿
並 

 

薫 

さ
ん 

 

八
紘
苑
下 

速
水 

 

彩 

さ
ん 

 
 

九 

組  

田
中 

健
太 

君 

 

中
学
校
卒
業 

  

大
和
台 

 

佐
々
木
恵
美
さ
ん 

 
 

西
六
組  

針
生
み
さ
き
さ
ん 

 
 
 

同 
 
 

山
田 

理
絵
さ
ん 

 

玉
木
一
班 

林 

麗 

唯 

さ
ん 

 
 
 

同 
 
 

小
高 

尚
貴 

君 

 

玉
木
二
班 

湯
浅 

人
誌 

君 

 
 

新
栄
台 

 

柿
並 

郁
馬 

君 

 
 
 

同 
 
 

本
城 

雄
太 

君 

 
 

商
店
街  

石
井 

遼
平 

君 
 

 

総会の日、17年度班長を代表して退任挨拶をする中山会長 



№-2            上 志 津 原 た よ り             第３３２号 
            

東
伊
豆
、
熱
川
温
泉
の
旅 

 
 
 
 
 
 
 

双
葉
会 

会
長 

 

田
川 

正
敏 

 

双
葉
会
研
修
旅
行
は
、年

２
回
春
、秋
に
計
画
し
て
ま

す
。今
年
は
１
回
目
と
し
て
、

伊
豆
半
島
の
南
東
岸
、静
岡

県
河
津
桜
コ
ー
ス
を
会
員

の
皆
さ
ん
と
計
画
し
て
み

ま
し
た
。
３
月
５
日
、
６
日

は
風
も
な
く
暖
か
な
日
で

し
た
。 

 

上
志
津
原
交
差
点
よ
り
、

白
と
ブ
ル
ー
の
美
し
い
バ

ス
に
乗
り
、
８
時
に
出
発
。
参
加
者
は
28
名
で
す
。
バ
ス

に
乗
っ
て
し
ば
ら
く
は
、
女
性
の
方
は
、
お
や
つ
の
交
換

や
、
め
い
め
い
に
、
お
喋
り
、
笑
い
声
と
楽
し
そ
う
で
し

た
。
男
性
の
方
は
、
バ
ス
の
後
部
席
で
大
好
き
な
酒
も
入

り
満
足
そ
う
で
し
た
。 

東
関
道
、
首 

都
高
速
、
東 

名
高
速
、
途 

中
の
ト
イ
レ 

休
憩
は
１
時 

間
お
き
に
あ 

り
、
無
理
の 

な
い
コ
ー
ス 

で
し
た
。
小 

田
原
に
着
く 

と
、
小
田
原 

城
を
散
策
、 

紅
梅
、
白
梅 

が
見
事
で
し

た
。
そ
れ
か
ら
昼
食
を
す
ま
せ
て
１
回
目
の
買
い
物
を
楽
し

み
ま
し
た
。
次
の
コ
ー
ス
は
熱
海
梅
園
の
予
定
で
し
た
が
、

真
鶴
・
熱
海
ビ
ー
チ
ラ
イ
ン
が
急
に
ラ
ッ
シ
ュ
に
な
っ
て
し

ま
い
、
年
寄
り
組
の
バ
ス
は
、
コ
ー
ス
を
変
更
し
て
、
一
路

十
国
峠
を
登
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
正
解
で
し
た
。 

雪
化
粧
し
た
富
士
山
は
、
雄
大
で
素
晴
ら
し
く
、
下
を
見

下
ろ
せ
ば
、
駿
河
湾
を
一
望
し
、
大
島
を
は
じ
め
沢
山
の

島
々
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
朝
一
番
の
十
国
峠
の
ド

ラ
イ
ブ
は
、
誰
も
が
得
を
し
た
よ
う
な
気
分
に
な
っ
た
事
と

思
い
ま
す
。 

熱
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
は
早
め
の
４
時
30
分
頃
に
到

着
し
ま
し
た
。
到
着
し
た
時
も
皆
さ
ん
元
気
で
、
部
屋
は 

 
 

四
階
・
五
階
で
し
た
。
ど
の 

 
 

部
屋
も
海
に
面
し
て
い
て
、 

見
下
ろ
せ
ば
若
者
達
が
波
乗 

り
遊
び
を
し
て
い
る
所
が
見 

え
ま
し
た
。 

 

ひ
と
風
呂
浴
び
て
疲
れ
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
り
、
６
時
よ
り
宴
会
が
始 

ま
り
ま
し
た
。
当
地
の
お
い 

し
い
ご
馳
走
を
食
べ
て
、
カ 

ラ
オ
ケ
で
自
慢
の
歌
を
歌
う 

人
、
お
喋
り
す
る
人
と
、
み
ん

な
充
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。
２
日
目
の
朝
は
、
ゆ
っ
く
り
の

出
発
９
時
。
ホ
テ
ル
の
人
達
に
見
送
ら
れ
、
早
咲
き
の
河
津

桜
見
物
へ
向
か
い
ま
し
た
。
桜
は
満
開
で
私
た
ち
を
迎
え
て

く
れ
ま
し
た
。
桜
並
木
に
は
、
大
勢
の
花
見
客
が
繰
り
出
し

て
い
ま
し
た
。
川
沿
い
の
３
キ
ロ
に
約
800
本
植
え
ら
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
ま
た
桜
の
根
元
に
は
菜
の
花
が
彩
ら
れ
、
道

の
両
側
に
は
、
地
元
の
特
産
物
や
苗
木
・
花
、
ま
た
、
お
い

し
そ
う
な
お
菓
子
が
並
べ
ら
れ
、
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

た
。 

 

そ
し
て
、
ま
た
バ
ス
に
乗
り
、
伊
豆
の
中
心
地
大
仁
に
行

き
、
そ
こ
で
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。
つ
る
し
雛
の
展
示
品
は
、

見
事
な
も
の
で
し
た
。
途
中
、
海
産
物
セ
ン
タ
ー
で
最
後
の

買
い
物
を
し
、
皆
さ
ん
、
土
産
物
は
揃
っ
た
よ
う
で
し
た
。 

 

原
に
バ
ス
が
五
時
頃
到
着
。
運
転
手
と
添
乗
員
に
深
々
と

礼
を
し
て
、
バ
ス
か
ら
降
り
ま
し
た
。
両
手
に
土
産
を
さ
げ

て
、
疲
れ
も
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
忘
れ
て
、
元
気
に
家
に
向
か
う

人
や
、
む
か
い
の
車
に
乗
り
込
む
人
を
見
送
り
、
ほ
っ
と
す

る
私
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
・
・
完 

  

新
年
会 

報
告 

  

１
月
15
日
（
日
）
正

午
よ
り
、は
ら
ト
ピ
ア
に

お
い
て
、上
志
津
原
町
会

恒
例
の
新
年
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。今
年
は
例
年

に
な
く
参
加
者
が
多
く

（
大
人
42
名
、
子
供
13

名
）ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
な

ど
内
容
も
盛
り
だ
く
さ

ん
で
、楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
来
年
は
是
非
、

参
加
し
て
見
て
は
い
か

が
で
す
か
。 

 

新
年
会
に
あ
た

り
、
山
下
三
好
様
、

田
上
正
敏
様
、樹
扇

会
様
、中
村
鳳
寛
様

か
ら
御
祝
い
を
頂

き
ま
し
た
。
ま
た
、

十
組
・
鵜
沢
さ
ん
か

ら
景
品
の
提
供
が

あ
り
ま
し
た
。あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

今
年
は
例
年
に
な

く
参
加
者
が
多
く
、

ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ

で
楽
し
く
盛
り
上 

が
る
こ
と
が
出
来
た 

と
思
い
ま
す
。 

樹
扇
会
の
方
々
に
お 

き
ま
し
て
は
、急
な
お 

願
い
に
も
か
か
わ
ら 

ず
快
く
お
引
き
受
け 

頂
き
ま
し
て
、大
変
感 

謝
し
て
お
り
ま
す
。 

あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

新
年
会
担
当 

  

         

十国峠で記念撮影、皆さん楽しそうです。富士山も見事ですね 

友利副町会長の「かんぱ～い！」 

優雅な舞踊の寿扇会 
子供達もしっかり交流していました 

 

日程の都合で一月号に紹介

できませんでしたので、今号

で新年会の模様をご報告し

ました。   広報係 

 子供も大人も輪になって、何だかとっても楽しそう！ 
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こ
の
春
子
供
会
を
卒
業
し
た
人
達

に
、
６
年
間
の
思
い
出
を
寄
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。 

 

家
庭
に
配
布
し
た
「
上
志
津
原
た

よ
り
」
は
そ
れ
ぞ
れ
顔
写
真
つ
き
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
し
た
が
、
フ
ァ
イ
ル

を
入
れ
た
パ
ソ
コ
ン
が
ク
ラ
ッ
シ

ュ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。 

 

♠
江
崎 

優
介
君 

『 

僕
は
、
１
年
間
し
か
い
な
か
っ

た
け
ど
、
楽
し
い
思
い
出
は
、
み

ん
な
と
一
緒
に
話
を
し
た
り
し
た

こ
と
で
す
。
ゴ
ミ
拾
い
の
時
に
、

ぜ
ん
ぜ
ん
拾
っ
て
な
く
て
怒
ら
れ

た
事
も
あ
り
ま
す
。
１
年
間
短
か

っ
た
け
ど
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た

と
思
い
ま
す
』 

❤
秋
山 

結
香
さ
ん 

『
私
の
中
で
一
番
の
思
い
で
は
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
に
言
っ
た
こ
と

で
す
。
子
供
会
で
は
１
回
し
か
行

け
な
か
っ
た
け
ど
、
学
校
の
友
達

と
行
け
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ

し
て
シ
ー
以
外
の
行
事
で
も
お
世
話
に
な
っ
た
お
母
さ
ん

方
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
』 

❤
速
水 

彩
さ
ん 

『
私
は
、
海
の
生
き
物
が
好
き
で
す
。
な
の
で
、
子
供
会
で

鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
に
行
っ
て
、
シ
ョ
ー
を
見
た
の
が
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
中
で
も
、
シ
ャ
チ
・
イ
ル
カ
の

シ
ョ
ー
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
他
に
も
お
買
い
物
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
で
す
』 

♠
田
中 

健
太
君 

『
一
番
良
か
っ
た
思
い
で
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
し
た
。

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
』 

♠
大
久
保 

歩
君 

『
子
供
会
の
活
動
の
中
で
、
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
事

は
、
５
年
生
の
時
に
行
っ
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
す
。

今
年
は
、
サ
ッ
カ
ー
で
な
か
な
か
活
動
に
参
加
で
き
な
か

っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
６
年
間
は
忘
れ
ま
せ
ん
』 

❤
白
坂 

有
里
さ
ん 

『
６
年
間
子
供
会
に
参
加
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
や

り
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
特
に
楽
し
か
っ
た
の
は

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で
し
た
。
年
に
何
回
も
や
り
た
か
っ
た
』 

♠
時
枝 

快
己
君 

『
子
供
会
の
行
事
で
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
、デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
へ
の
バ
ス
遠
足
で
す
。今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
』 

❤
柿
並 

薫
さ
ん 

『
私
が
一
番
思
い
出
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行
っ

た
こ
と
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
乗
り
物

に
、
た
く
さ
ん
乗
っ
て
楽
し
か
っ
た

で
す
。
ま
た
、
ボ
ー
リ
ン
グ
も
す
ご

く
楽
し
か
っ
た
で
す
』 

❤
程
塚 

香
織
さ
ん 

『
私
は
、
子
供
会
で
一
番
楽
し
か
っ

た
の
が
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
す
。

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
ス
ペ
ー

ス
マ
ウ
ン
テ
ン
が
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
育
成
者
の
皆
さ
ん
、
楽
し

い
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
』 

 

 

フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム 

上
志
津
原
散
歩 

 

          

子
ど
も
会
役
員
を
終
え
て 

平
成
十
七
年
度 

子
供
会 

会
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

濱
道 

ゆ
か
り 

  

本
年
度
役
員
は
、
経
験
者
が
い
な
い
上
に
６
人
中
５
人

に
未
就
学
児
が
い
た
の
で
、
ス
タ
ー
ト
は
不
安
で
し
た
。 

で
も
前
年
度
役
員
の
方
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
町
会
役

員
の
方
、
会
員
の
保
護
者
の
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
、
無
事
７
回
の
行
事
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

行
事
の
準
備
か
ら
実
施
ま
で
は
、
手
間
が
か
か
り
な
か

な
か
忙
し
い
も
の
で
、
毎
月
の
役
員
会
は
議
題
が
多
く
長

く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
、
行
事
を
重
ね
る
ご
と
に
役
員

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良
く
な
り
、
協
力
し
な
が
ら
楽
し
く

子
供
た
ち
と
過
ご
せ
ま
し
た
。 

 

盆
踊
り
の
出
店
で 

く
じ
引
き
に
夢
中
に 

な
っ
て
い
た
子
。
チ 

ョ
コ
バ
ナ
ナ
を
ひ
と 

り
で
４
回
も
買
っ
た 

子
． 

チ
ョ
コ
バ
ナ
ナ 

が
本
職
の
物
よ
り
お 

い
し
い
と
言
っ
て
く 

れ
た
子
。
夏
の
バ
ス 

遠
足
で
行
っ
た
千
葉 

文
化
セ
ン
タ
ー
で
見 

た
も
の
を
夏
休
み
の 

作
品
で
作
っ
た
子
、 

絵
日
記
に
書
い
た
子
。
そ
ん
な
子
供
た
ち
に
励
ま
さ
れ
て

一
年
間
が
ん
ば
っ
て
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

年
々
、
子
供
会
の
大
事
な
資
金
で
あ
る
廃
品
回
収
の
市

か
ら
の
補
助
金
が
下
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
役

員
は
創
意
工
夫
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ど

う
か
町
会
の
み
な
さ
ま
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
廃
品
回
収

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

子
供
た
ち
は
子
供
会
の
活
動
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

６
年
間
に
楽
し
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
あ
れ
ば
、
そ
れ
が

将
来
、
上
志
津
原
を
支
え
て
く
れ
る
力
に
成
長
し
て
く
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

来
年
度
上
志
津
原
の
住
民
が
増
え
て
、
子
供
会
会
員
も

増
え
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
新
役
員
の
方
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

子供会の 

思い出 

ボーリング大会後のお食事会 

蜜
を
吸
う
ヒ
ヨ
ド
リ 

一
昨
年
ま
で
天
狗
巣
病

で
瀕
死
の
状
態
だ
っ
た
平

野
産
業
前
の
桜
、
今
年
は

見
事
に
蘇
り
ま
し
た
。 

「ふ
れ
あ
い
ど
お
り
」の
桜
三
景 

順
に
、
は
ら
ト
ピ
ア
横
の
「彼
岸
桜
？
」  

南
コ
ー
ス
入
口

の
「ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
」  

赤
松
林
付
近
の
「八
重
桜
」 



№-4            上 志 津 原 た よ り             第３３２号  

自
ら
治
め
る
と
い
う
事 

自
治
会
館
運
営
委
員 

萩
庭
一
彦 

 

町
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
自
治
会
館
の
運
営
に
際

し
多
大
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
上
志
津
原
自
治
会
館
《
は

ら
ト
ピ
ア
》
も
今
年
の
秋
で
９
年
目
を
過
ぎ
、
い
よ
い
よ

10
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

そ
の
間
、
は
ら
ト
ピ
ア
の
清
掃
や
管
理
に
携
わ
っ
た

方
々
は
、
毎
年
の
班
長
さ
ん
方
だ
け
で
概
算
で
も
200
人
を

超
え
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
以
前
の
青
年
館
の
時
代
か

ら
無
償
で

受
付
を
し

て
い
て
い

た
だ
い
て

い
る
方
、利

用
に
際
し

て
の
ト
ラ

ブ
ル
に
い

つ
で
も
対

応
し
て
い

た
だ
い
て

い
る
方
、会

館
の
お
金

を
し
っ
か

り
と
管
理

し
て
い
た

だ
い
て
い
る
方
、
サ
ー
ク
ル
の
作
品
を
展
示
し
て
潤
い
を

与
え
て
く
だ
さ
る
方
、
各
行
事
に
率
先
し
て
協
力
し
て
く

だ
さ
る
方
、
そ
し
て
《
は
ら
ト
ピ
ア
》
を
自
分
達
の
も
の

と
し
て
関
心
を
持
っ
て
く
だ
さ
り
、
こ
の
広
報
を
読
ん
で

下
さ
っ
て
い
る
町
会
員
の
皆
様
方
の
力
に
支
え
ら
れ
て
、

今
日
ま
で
や
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 多
分
、
当
町
会
は
自
治
会
の
加
入
率
で
は
近
隣
の
ど
こ

に
も
負
け
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
地
域
住
民
の

そ
の
ほ
と
ん
ど
の
世
帯
が
自
治
会
役
員
を
経
験
す
る
事
も

ま
た
自
慢
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
の
延
長
で
地
域
を
自
分
達

の
家
と
思
え
ば
、
ご
み
を
簡
単
に
捨
て
る
事
も
な
く
、
地

域
の
方
々
を
家
族
親
戚
と
思
え
ば
犯
罪
や
い
さ
か
い
が
起

こ
る
事
が
な
く
、
本
当
に
住
み
や
す
い
町
に
な
る
の
は
当

然
で
す
。 

 

我
々
の
生
活
圏
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
を
行
政
に
頼
る

こ
と
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
例
え
ば
町
の

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
空
気
を
造
る
こ
と
は
こ
こ
に
住
ん
で
い

る
我
々
に
し
か
造
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
法
律
で
も
造
れ
な

い
、
行
政
指
導
で
も
造
れ
な
い
、
そ
の
空
気
が
で
き
る
、
あ

る
い
は
既
に
で
き
て
い
る
何
か
し
ら
の
要
因
が
、
上
志
津
原

に
は
あ
る
と
強
く
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。 

 

現
在
、
当
町
会
の
最
大
の
関
心
は
規
制
緩
和
に
よ
る
住
宅

の
増
加
で
す
が
、
今
後
新
た
に
町
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く

方
に
も
こ
こ
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
町
を
め
ざ
し

て
《
は
ら
ト
ピ
ア
》
が
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
こ
れ
以

上
の
う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

今
般
、
簡
易
で
は
あ
り
ま
す
が
カ
ラ
オ
ケ
設
備
を
導
入
い

た
し
ま
し
た
。
陽
気
も
良
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、

お
友
達
、
ご
近
所
同
士
で
ぜ
ひ
と
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
･･･ 

完 

    

上
志
津
原
町
会
班
長
を
振
り
返
っ
て 

 

十
七
年
度
の
町
会
班
長
を
目
前
に
し
て
、
「
私
共
高
齢
者

が
一
年
間
班
長
の
役
目
を
は
た
せ
る
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
。」

と
、
思
い
起
こ
せ
ば
不
安
が
ひ
し
ひ
し
と
胸
に
せ
ま
っ
て
来

た
の
は
事
実
で
す
。 

 

い
た
っ
て
健
康
で
通
し
て
き
た
私
で
し
た
が
、
中
年
の
頃
、

自
分
の
不
注
意
に
よ
り
身
体
の
一
番
の
要
と
な
る
腰
椎
を

痛
め
、
当
初
は
色
々
と
苦
労
を
し
ま
し
た
。
徐
々
に
安
定
し

て
き
ま
し
た
が
、
年
齢
と
共
に
無
理
の
利
か
な
い
身
体
に
な

っ
た
現
在
で
は
、
一
番
の
悩
み
と
な
っ
て
日
々
過
ご
し
て
お

り
ま
す
。 

 

い
よ
い
よ
二
月
の
第
一
土
曜
日
。
初
め
て
の
班
長
会
議
が

十
六
年
度
の
班
長
さ
ん
と
の
合
同
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

際
に
一
番
感
じ
た
こ
と
は
、
世
の
中
高
齢
者
社
会
と
は
い
え
、

十
七
年
度
班
長
と
な
る
皆
様
方
、
私
以
外
は
比
較
的
若
い

方
々
ば
か
り
な
の
で
、
い
さ
さ
か
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
数
日
後
、
私
は
突
然
腰
椎
の
激
痛
に
お
そ
わ
れ
二

か
月
以
上
通
院
と
な
り
、
以
後
三
回
程
定
例
会
議
の
際
に
は

主
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
私
は
ひ
た
す
ら
治
療
に
専
念
し
、

や
が
て
自
転
車
に
も
乗
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
町
会
の
行
事
の
折
に
は
二
人
三
脚
で
精
一
杯
頑
張
り

協
力
し
て
来
た
つ
も
り
で
す
。 

 

町
会
長
を
は
じ
め
班
長
の
皆
様
、
又
町
会
員
の
方
々
に
は
、

時
に
は
御
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
皆
様
の
温
か
い
ふ

れ
あ
い
の
も
と
に
て
、
お
陰
様
で
一
年
間
無
事
に
班
長
の
役

目
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 
 
 
               

（
原
一
班 

班
長
） 

    上
志
津
原
八
一
―
二
（
幸
野
）
に
お
け
る 

宅
地
造
成
工
事
説
明
会
開
催
さ
れ
る 

 
 

急
激
に
宅
地
造
成
が
進
む
上
志
津
原
で
す
が
、
３
月
26

日
（
日
）
、
は
ら
ト
ピ
ア
に
お
い
て
、
上
志
津
原
八
一
―
二

（
幸
野)

に
お
け
る
集
合
住

宅
新
築
工
事
の
説
明
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
設

計
・
施
工
を
行
う
大
東
建
託

か
ら
六
名
の
担
当
者
が
出
席

し
、
住
民
側
は
約
30
名
の
出

席
者
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
説
明
会
は
、
中
山
会
長
の

司
会
で
進
行
し
、
大
東
建
託

の
担
当
者
か
ら
工
事
概
要
の

説
明
が
あ
っ
た
後
、
質
疑
応

答
に
移
り
ま
し
た
。
質
疑
応

答
で
は
、
活
発
に
質
問
や
要

望
が
出
さ
れ
、
付
近
住
民
の

方
達
の
工
事
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し

た
。 

編
集
後
記 

 

春
は
卒
業
と
入
学
の
季
節
で
す
。
昨
年
の
春
、
不
安
と

戸
惑
い
の
中
で
始
ま
っ
た
、広
報
誌「
上
志
津
原
た
よ
り
」

の
編
集
の
仕
事
も
、よ
う
や
く
卒
業
の
時
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。 

 

皆
様
に
親
し
ま
れ
る
広
報
誌
を
め
ざ
し
て
、微
力
な
が

ら
、
毎
号
努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
が
、
読
者
の
皆
様

に
は
満
足
し
て
頂
け
た
で
し
ょ
う
か
。慣
れ
な
い
パ
ソ
コ

ン
編
集
の
た
め
、発
行
が
遅
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
原
稿
等
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
町
会
の
皆
様
、本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

私
達
の
編
集
す
る
広
報
誌
は
今
号
で
最
後
で
す
が
、一

年
間
編
集
に
携
わ
っ
た
身
と
し
て
は
、広
報
誌
の
永
続
と

発
展
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
「
上
志
津
原

た
よ
り
」も
ご
愛
読
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

平
成
十
七
年
度
広
報
係
一
同 

はらトピアより窓外の花見の宴（双葉会） 

お
知
ら
せ 

・
転 

入
・ 

上
志
津
原
へ
よ
う
こ
そ
！ 

六  
 

組 
 

中
村 

公
俊
さ
ん 

17
年
12
月 

三
、
四
組 

 

藤
島 

良
三
さ
ん 

17
年
12
月 

東 
 

邦 
 

本
名 

理 

さ
ん 

18
年
２
月 

東 
 

邦 
 

久
本 

秀
蔵
さ
ん 

18
年
２
月 

バス停横の「椿」 


